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� 2

現場の声で改善

　保団連の取り組みに
より改善された主な内
容を紹介。
マイナンバーカード� 4

マイナンバーカード
受診の問題点
　厚労省はマイナンバ
ーカードを使った医療
機関受診を進めるが、
医療機関のメリットは
なさそうだ。
金パラ高騰 � 9

逆ザヤ解消は急務
　金パラ価格高騰で、
保険償還価格を上回る
「逆ザヤ」が深刻だ。

３  病院の災害危機管理
  　台風19号の激甚災害
に直面した宮城県丸森
町の医師に聞く。

４   雇用管理、大丈夫で
すか？

　4月から医療機関も
「働き方改革」が必要に。

10  臨床ノート
  　頭痛への漢方薬治療

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２5
で

日
本
は
２
度
も

化
石
賞
を
受
賞

し
た
。
梶
山
弘

志
経
済
産
業
相

の
「
化
石
燃
料

の
発
電
所
は
選

択
肢
と
し
て
残
し
て
い
き
た

い
」、小
泉
進
次
郎
環
境
相
の

「
石
炭
政
策
に
つ
い
て
新
た

な
展
開
を
生
む
に
至
ら
な
か

っ
た
」
の
発
言
に
贈
ら
れ
た
。

小
泉
氏
は
、「
驚
き
は
な
い
。

私
が
演
説
で
発
信
し
た
効
果

だ
、
的
確
に
発
信
で
き
て
い

る
」
と
発
言
し
た
▼
化
石
賞

は
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ら
が
発
表
す

る
も
の
で
、
地
球
温
暖
化
対

策
を
後
退
さ
せ
る
よ
う
な
消

極
的
な
発
言
を
し
た
国
が
選

ば
れ
る
。
一
方
優
れ
た
行
動

や
発
言
に
対
し
て
宝
石
賞
の

表
彰
も
行
っ
て
い
る
▼
環
境

問
題
を
的
確
に
発
信
で
き
て

な
い
か
ら
批
判
を
あ
び
て
い

る
の
に
、
小
泉
氏
は
原
発
の

再
稼
働
が
進
ま
ず
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
も
う
ま
く
い
っ

て
い
な
い
状
況
で
は
し
か
た

な
い
、
政
策
や
国
益
の
た
め

に
闘
っ
て
い
る
証
拠
で
勲
章

だ
と
言
い
た
い
の
で
あ
ろ
う

か
▼
日
本
の
電
力
構
成
は
石

油
３９
％
、
石
炭
２5
％
、
Ｌ
Ｎ

Ｇ
２３
％
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
８

％
、
水
力
３
％
、
原
子
力
１

％
で
あ
り
、
東
日
本
大
震
災

以
降
ほ
ぼ
変
わ
っ
て
い
な
い

▼
衆
議
院
会
派
の
控
え
室
ド

ア
に
、「
す
ば
ら
し
い
」「
く

ず
０
点
」
な
ど
の
書
き
込
み

を
し
た
新
聞
記
事
を
貼
っ
た

議
員
が
お
ら
れ
る
が
、
国
会

で
堂
々
と
化
石
賞
、
宝
石
賞

の
よ
う
な
表
彰
を
し
て
は
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。（
和
）

　
徳
島
県
の
山
あ
い
に
あ
る

勝
浦
町
・
坂
本
地
区
の
ひ
な

祭
り
行
事
。
旧
街
道
沿
い
の

家
々
が
思
い
思
い
に
趣
向
を

凝
ら
し
て
お
ひ
な
様
を
飾
り

ま
す
。

　
ひ
な
壇
に
並
ば
れ
る
お
ひ

な
様
も
あ
れ
ば
、
木
の
枝
に

上
ら
れ
た
り
、
畑
の
野
菜
の

中
に
鎮
座
さ
れ
た
り
と
、
ユ

ニ
ー
ク
で
思
わ
ず
笑
み
が
こ

ぼ
れ
ま
す
。
の
ん
び
り
と
山

里
の
道
を
歩
き
な
が
ら
春
が

来
た
喜
び
を
感
じ
ま
す
。
や

さ
し
い
陽
光
を
浴
び
て
お
ひ

な
様
た
ち
も
嬉
し
そ
う
で
す
。

（
徳
島
協
会
　
工
藤
美
千
代
）

全
医
師
・
歯
科
医
師
Ｐ
Ｒ
号

全
医
師
・
歯
科
医
師
Ｐ
Ｒ
号

　　

本
号
は
、会
員
外
の
先
生
に
も
お
送

本
号
は
、会
員
外
の
先
生
に
も
お
送

り
し
て
い
ま
す
。

り
し
て
い
ま
す
。

　
開
業
後
お
お
よ
そ
6
カ
月

か
ら
1
年
を
経
過
し
た
後
に

行
わ
れ
る
新
規
個
別
指
導
は
　

教
育
目
的
と
さ
れ
て
い
る

が
、
請
求
の
間
違
い
や
カ
ル

テ
記
載
の
不
備
が
あ
る
場
合

に
は
、
自
主
返
還
の
対
象
と

さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
各
協

会
・
医
会
で
は
新
規
個
別
指

導
に
備
え
た
講
習
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
実
施
通
知

が
届
い
た
後
に
は
個
別
に
持

参
物
や
カ
ル
テ
記
載
を
点
検

し
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
。

　
開
業
と
同
時
に
入
会
し
た

会
員
か
ら
は
、
新
規
個
別
指

指導の対策指導の対策
全面サポート全面サポート

　
保
険
医
に
対
す
る
指
導
は
、「
保
険
診
療
の
取
扱
い
、
診

療
報
酬
の
請
求
等
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
周
知
徹
底
す

る
こ
と
を
主
眼
と
し
、
懇
切
丁
寧
に
行
う
」（
指
導
大
綱
）

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
指
導
医
療
官

に
よ
る
恫
喝
ま
が
い
の
発
言
や
、「
自
主
返
還
」
の
強
要
と

言
え
る
ケ
ー
ス
な
ど
が
少
な
く
な
い
。
全
国
保
険
医
団
体

連
合
会
（
保
団
連
）
と
全
国
の
保
険
医
協
会
・
医
会
は
、

こ
の
よ
う
な
指
導
は
保
険
医
の
人
権
侵
害
に
あ
た
る
と
と

も
に
、
患
者
が
受
け
る
医
療
の
範
囲
の
制
限
や
質
の
低
下

を
も
た
ら
す
と
い
う
観
点
か
ら
、
指
導
の
改
善
を
目
指
し

て
取
り
組
み
を
続
け
て
き
た
。（
関
連
記
事
11
面
）

導
の
通
知
が
届
い
た
後
に
、

協
会
の
担
当
者
か
ら
ク
リ
ニ

ッ
ク
で
２
時
間
に
わ
た
っ
て

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、「
涙
が

出
る
ほ
ど
あ
り
が
た
か
っ
た
」

「
想
定
問
答
で
答
え
を
用
意

し
て
い
た
の
で
動
揺
せ
ず
に

切
り
抜
け
た
」
と
感
謝
の
声

が
届
い
て
い
る
。

「
想
定
問
答
で
動
揺
せ
ず
」

新
規
指
導
対
策

カ
ル
テ
記
載
、模
擬
指
導

日
常
的
に
講
習
会
を
開
催

　
協
会
・
医
会
で
は
日
頃
か

ら
個
別
指
導
対
策
の
講
習
会

を
開
催
し
て
、
カ
ル
テ
の
書

き
方
や
過
去
の
指
摘
事
項
を

学
ぶ
場
を
提
供
し
て
お
り
、

模
擬
個
別
指
導
を
行
う
場
合

も
あ
る
。

　
福
岡
協
会
が
開
催
し
た
昨

年
1２
月
の
講
習
会
で
は
、
協

会
の
医
療
保
険
対
策
部
長

が
、「
各
種
医
学
管
理
料
は
算

定
要
件
を
満
た
す
カ
ル
テ
記

載
が
な
け
れ
ば
自
主
返
還
と

な
る
た
め
、
記
載
の
要
件
を

確
認
す
る
こ
と
」
な
ど
と
過

去
の
事
例
に
基
づ
い
て
話

し
、
ま
た
、
電
子
カ
ル
テ
運

用
時
の
注
意
点
を
挙
げ
た
。
　

　
佐
賀
協
会
で
は
、
県
内
の

歯
科
の
審
査
・
指
導
の
現
状

を
報
告
し
、
対
応
を
学
ぶ
講

習
会
を
1２
月
に
開
催
。
カ
ル

テ
記
載
に
関
し
て
「
傷
病
名

欄
に
病
名
漏
れ
が
な
い
か

（
日
付
・
転
帰
も
記
載
）」「
診

療
行
為
順
の
カ
ル
テ
記
載
」

「
図
説
記
載
」
な
ど
、
日
頃
の

診
療
に
関
す
る
事
項
を
遅
滞

な
く
記
載
す
る
重
要
性
が
強

調
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
青
森
協
会
で
は
、

昨
年
1２
月
に
、
東
北
厚
生
局

の
歯
科
指
導
医
療
官
を
講
師

と
す
る
学
習
会
が
開
催
さ
れ

た
。

保団連作成のテキスト。審査、指導、監査制度
の仕組みと日常の留意点をまとめた実務書で
保険医には必携だ

事
前
相
談
で
不
安
解
消

弁
護
士
帯
同
も
広
が
る

　
各
協
会
・
医
会
で
は
指
導

の
対
象
と
な
っ
た
会
員
の
事

前
相
談
を
受
け
付
け
、
で
き

る
限
り
不
安
を
解
消
で
き
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　
公
正
な
指
導
環
境
を
作
る

た
め
、
弁
護
士
帯
同
の
取
り

組
み
も
進
め
て
い
る
。
帯
同

す
る
弁
護
士
は
、
指
導
医
療

官
が
医
師
・
歯
科
医
師
を
誤

導
す
る
よ
う
な
質
問
等
を
し

た
場
合
に
、
そ
の
意
図
を
明

ら
か
に
さ
せ
る
な
ど
の
役
割

が
あ
る
。
自
主
返
還
を
求
め

ら
れ
た
内
容
に
対
し
て
、
法

的
根
拠
が
な
い
と
し
て
撤
回

さ
せ
た
事
例
も
あ
る
。「
弁
護

士
が
隣
に
い
て
く
れ
る
だ
け

で
心
強
い
」「
指
導
医
療
官
の

態
度
が
全
く
違
っ
た
」
等
の

声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

　
大
阪
協
会
、
大
阪
歯
科
協

会
で
は
、
２
０
１
５
年
に
帯

同
弁
護
士
団
が
結
成
さ
れ

た
。
5
人
の
弁
護
士
が
、
▽

個
別
指
導
お
よ
び
監
査
の
帯

同
▽
指
導
・
監
査
に
関
す
る

法
的
問
題
の
研
究
―
を
目
的

に
活
動
し
て
い
る
。
　
　
　

保
険
医
の
声
を
厚
労
省
へ

高
点
数
選
定
基
準
の
廃
止
求
め
る

　
保
団
連
は
指
導
の
改
善
を

求
め
、
厚
労
省
要
請
を
続
け

て
き
た
。
昨
年
1２
月
の
要
請

で
は
、
指
導
へ
の
行
政
手
続

法
の
適
用
に
つ
き
初
め
て
厚

労
省
と
見
解
が
一
致
。
指
導

に
お
け
る
高
点
数
選
定
基
準

の
廃
止
、
指
導
医
療
官
ら
の

資
質
向
上
な
ど
も
求
め
た
。

　
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は
10
月
の

近
畿
厚
生
局
要
請
で
、
会
員

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
事
務
官
に

よ
る
侮
辱
的
な
暴
言
の
事
例

を
示
し
、
改
善
を
迫
っ
た
。

神奈川協会による個別指導の再現

坂
本
お
ひ
な
街
道

通
知
が
届
い
た
ら
協
会
・
医
会
へ

通
知
が
届
い
た
ら
協
会
・
医
会
へ
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保
険
医
協
会
・
医
会
へ
ご
入
会
を

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
会
長 

住
江
憲
勇

全国保険医団体連合会
（保団連）

　各都道府県の保険医協会・保険
医会でつくる連合会です。保険医
協会・医会には医師・歯科医師10
万7000人が加入しています。
　保険医の経営と生活と権利を守
り、国民医療の向上を目的として、
診療報酬改善、保険診療充実など
の運動を医科・歯科一体で進めて
います。

汎
用
処
置
点
数
の
引
き
上
げ
な
ど

汎
用
処
置
点
数
の
引
き
上
げ
な
ど

保
団
連
の
要
求
を
反
映

　
保
団
連
は
２
０
２
０
年
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
て
、
厚

労
省
、
財
務
省
、
国
会
議
員
な
ど
に
診
療
報
酬
の
引
き
上

げ
と
個
別
の
点
数
の
不
合
理
是
正
を
求
め
て
き
た
。
今
回

の
改
定
で
も
、
保
団
連
の
要
求
に
よ
っ
て
改
善
さ
れ
た
も

の
が
少
な
く
な
い
。
主
な
内
容
を
紹
介
す
る
。

現場の声で制度改善現場の声で制度改善

不
尽
な
指
導
、
監
査
な
ど
に

関
す
る
相
談
体
制
、
診
療
報

酬
や
税
務
等
に
関
す
る
充
実

し
た
テ
キ
ス
ト
な
ど
を
提
供

し
、
会
員
が
安
心
し
て
地
域

医
療
を
担
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
感
染
が
拡
大
し
て
い
ま

す
。
保
団
連
は
検
査
体
制
の

拡
充
や
、
医
科
歯
科
医
療
機

関
へ
の
マ
ス
ク
等
の
確
保
を

政
府
に
求
め
る
と
と
も
に
、

受
診
抑
制
を
な
く
す
た
め
、

医
療
・
介
護
の
負
担
増
を
止

め
る
こ
と
な
ど
を
求
め
て
い

ま
す
。

　
２０
年
診
療
報
酬
改
定
は
、

０
・
４６
％
の
マ
イ
ナ
ス
改
定

と
な
り
ま
し
た
。
本
体
の
０

・
５５
％
の
上
昇
は
、
こ
の
間

の
物
価
・
人
件
費
の
上
昇
分

に
す
ら
届
か
ず
、
医
療
従
事

者
の
人
件
費
を
保
障
し
、
医

療
の
質
を
担
保
す
る
上
で
は

甚
だ
不
十
分
で
す
。
保
団
連

は
国
民
・
患
者
に
提
供
す
る

医
療
の
質
、
量
、
方
法
、
水

準
を
担
保
す
る
た
め
に
、
診

療
報
酬
の
引
き
上
げ
と
患
者

負
担
の
軽
減
を
求
め
る
取
り

組
み
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
保
険
医
も
患
者
さ
ん
も
と

も
に
安
心
で
き
る
医
療
を
実

現
す
る
た
め
、
皆
様
の
ご
入

会
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　
全
国
で
地
域
医
療
を
支
え

て
お
ら
れ
る
医
師
・
歯
科
医

師
の
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　
保
険
医
協
会

・
医
会
、保
団
連

は
休
業
保
障
や

保
険
医
年
金
な

ど
の
共
済
制

度
、
日
々
の
医

院
経
営
や
患
者

ト
ラ
ブ
ル
、
理

2020年診療報酬改定2020年診療報酬改定

医科の主な改善点医科の主な改善点
▪静脈血採取料引き上げ▪静脈血採取料引き上げ
▪汎用処置点数である膣洗浄、涙嚢ブジー法な▪汎用処置点数である膣洗浄、涙嚢ブジー法な

ど引き上げど引き上げ
▪複数医療機関の訪問診療での在宅患者訪問▪複数医療機関の訪問診療での在宅患者訪問

診療料の算定制限の一部撤廃診療料の算定制限の一部撤廃
▪小規模多機能型施設の訪問診療の算定制限▪小規模多機能型施設の訪問診療の算定制限

の緩和の緩和
▪有床診療所入院基本料の加算の引き上げ▪有床診療所入院基本料の加算の引き上げ

歯科の主な改善点歯科の主な改善点
▪基本診療料の引き上げ▪基本診療料の引き上げ
▪歯科疾患管理料で加算の独立点数化▪歯科疾患管理料で加算の独立点数化
▪手術時の麻酔薬剤が算定可に▪手術時の麻酔薬剤が算定可に
▪処置などの基礎的技術料の引き上げ▪処置などの基礎的技術料の引き上げ

　
静
脈
血
採
取
料
（
５
点
）、

乳
腺
穿
刺
又
は
針
生
検
（
片

側
、
生
検
針
）
が
４０
点
引
き

上
げ
ら
れ
た
。
ま
た
調
剤
料

の
内
服
薬
・
浸
煎
薬
・
頓
服

薬
、
外
用
薬
が
そ
れ
ぞ
れ
２

点
、
入
院
外
の
調
剤
技
術
基

本
料
が
６
点
引
き
上
げ
ら
れ

た
。

　
汎
用
処
置
点
数
で
あ
る
膣

洗
浄
、
涙
嚢
ブ
ジ
ー
法
、
耳

管
処
置
、
鼻
処
置
、
口
腔
・

咽
頭
処
置
、
間
接
喉
頭
鏡
下

喉
頭
処
置
、
関
節
穿
刺
等
が

引
き
上
げ
ら
れ
た
。

　
手
術
点
数
で
は
皮
膚
切
開

術
（
長
径
１０
セ
ン
チ
未
満
）、

関
節
脱
臼
非
観
血
的
整
復

機
関
が
連
携
し
て
行
う
訪
問

診
療
に
つ
い
て
、
依
頼
先
の

医
療
機
関
に
お
け
る
在
宅
患

者
訪
問
診
療
料
の
算
定
で

「
訪
問
診
療
を
開
始
し
た
日

の
属
す
る
月
か
ら
起
算
し
て

６
月
を
限
度
」
と
す
る
制
限

が
撤
廃
さ
れ
た
。
保
団
連
は

「
６
月
限
度
」
と
「
月
１
回
ま

で
」
と
す
る
算
定
制
限
の
撤

廃
を
求
め
て
お
り
、
そ
の
一

部
が
実
現
し
た
。

　
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
施
設
・
看
護
小
規
模
多
機

　
院
内
感
染
防
止
対
策
に
係

る
評
価
と
し
て
、
初
診
料
が

１０
点
（
２
６
１
点
）、
再
診
料

が
２
点
（
５３
点
）
引
き
上
げ

ら
れ
た
。
保
団
連
が
院
内
感

染
防
止
対
策
の
評
価
と
と
も

に
医
科
歯
科
格
差
の
是
正
と

し
て
基
本
診
療
料
の
大
幅
な

引
き
上
げ
を
求
め
て
き
た
こ

と
が
、
一
部
実
現
し
た
。

　
小
児
口
腔
機
能
管
理
料
、

口
腔
機
能
管
理
料
が
独
立
点

数
化
し
、
歯
管
と
別
日
算
定

で
き
る
よ
う
改
善
が
は
か
ら

れ
た
。
保
団
連
は
歯
科
疾
患

の
多
様
さ
に
応
じ
て
、
医
学

管
理
も
整
理
・
評
価
す
べ
き

と
し
て
、
小
児
口
腔
機
能
管

理
加
算
や
口
腔
機
能
管
理
加

算
な
ど
の
加
算
の
独
立
点
数

化
を
求
め
て
き
た
。
保
険
診

療
と
し
て
の
内
容
充
実
を
求

め
て
き
た
小
児
口
腔
機
能
管

理
で
は
、
小
児
口
唇
閉
鎖
力

検
査
の
新
設
が
実
現
し
た
。

　
ま
た
、
歯
管
の
１
回
目
の

算
定
を
初
診
か
ら
２
月
以
内

と
制
限
し
た
規
定
が
削
除
さ

れ
た
。
個
々
の
患
者
の
状
況

な
ど
、
実
態
に
応
じ
た
改
善

を
求
め
て
き
た
こ
と
が
実
現

し
た
。

　
手
術
に
お
い
て
の
み
、
使

用
し
た
麻
酔
の
薬
剤
料
が
算

定
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

麻
酔
は
、
手
術
や
１
２
０
点

以
上
の
処
置
で
手
技
料
・
薬

剤
料
と
も
に
算
定
で
き
な
い

取
り
扱
い
と
な
っ
て
お
り
、

保
団
連
は
医
科
と
同
様
に
使

用
薬
剤
は
原
則
算
定
で
き
る

取
り
扱
い
に
す
る
べ
き
と
改

善
を
求
め
て
き
た
。

　
処
置
項
目
で
は
、
抜
髄
、

感
根
処
、
根
貼
、
根
充
、
ス

ケ
ー
リ
ン
グ
、
歯
清
等
の
点

数
。
歯
冠
修
復
・
欠
損
補
綴

項
目
で
は
、
充
形
、
支
台
築

造
、
充
填
、
有
床
義
歯
、
義

歯
修
理
等
の
点
数
が
引
き
上

げ
ら
れ
る
。
歯
科
で
は
従
来

技
術
と
し
て
低
く
据
え
置
か

れ
た
点
数
が
多
く
あ
り
、
保

団
連
は
そ
う
し
た
基
礎
的
技

術
料
の
引
き
上
げ
を
求
め
て

き
た
。

■■  

医
科
医
科

■■  

歯
科
歯
科

財務省の八幡主計官（右から2人目）に診療
報酬引き上げを要請した（昨年11月7日）

　
２
０
２
０
年
４
月
改
定

で
、
病
院
の
入
院
料
の
届
出

と
日
常
管
理
で
求
め
ら
れ
る

「
様
式
９
」も
改
定
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

　
保
団
連
で
は
、「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ

ー
タ
セ
キ
ス
イ
シ
ス
テ
ム
ズ
」

と
協
力
し
て
、「
様
式
９
自
動

計
算
機
能
付
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ

表
」
を
作
成
し
て
、
保
団
連

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
無
料
公

開
し
て
い
る
が
、
２０
年
改
定

対
応
版
は
、
３
月
下
旬
か
ら

４
月
上
旬
の
公
開
を
予
定
し

て
い
る
。

　
病
院
の
入
院
料
の
届
出
と

日
常
管
理
に
は
、
様
式
９
の

整
備
が
不
可
欠
だ
が
、
様
式

９
は
、
患
者
数
や
看
護
職
員

の
勤
務
状
況
等
の
情
報
を
も

と
に
１
枚
の
様
式
の
中
で
最

大
１７
項
目
も
の
計
算
を
行
っ

て
管
理
を
し
な
く
て
は
な
ら

ず
、
管
理
ミ
ス
発
生
の
温
床

と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
届
出
入
院
料

等
と
入
院
患
者
数
、
看
護
要

員
の
勤
務
実
績
を
入
力
し
た

だ
け
で
要
件
を
満
た
し
て
い

る
か
ど
う
か
を
自
動
的
に
計

算
す
る
「
様
式
９
自
動
計
算

機
能
付
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
表
」
を

作
成
・
公
開
し
て
お
り
、
入

院
料
の
届
出
・
日
常
管
理
に

利
用
で
き
る
。

　「
利
用
の
手
引
」を
参
照
し

て
活
用
願
い
た
い（http://

youshiki9.doc-net.
or.jp/

）。

入
院
料
の
届
出
と
日
常
管
理
に
不
可
欠

入
院
料
の
届
出
と
日
常
管
理
に
不
可
欠

ＨＰで無料公開中 ご活用ください

高村　忠範

マイナンバーカード持ち込みは危険

能
型
居
宅
介
護
施
設
の
宿
泊

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
対
す
る

訪
問
診
療
、
在
医
総
管
、
在

宅
が
ん
医
療
の
算
定
制
限
に

つ
い
て
は
、
退
院
日
か
ら
利

用
し
て
い
る
場
合
は
利
用
開

始
日
か
ら
算
定
で
き
る
と
緩

和
さ
れ
た
。
保
団
連
の
要
求

の
一
部
が
認
め
ら
れ
た
も
の

だ
。

　
有
床
診
療
所
で
は
一
般
病

床
初
期
加
算
、
医
師
配
置
加

算
、
看
護
配
置
加
算
が
引
き

上
げ
ら
れ
た
。
保
団
連
は
有

床
診
療
所
の
地
域
医
療
に
果

た
す
役
割
を
評
価
し
、
点
数

の
正
当
な
引
き
上
げ
を
要
求

し
て
お
り
、
一
部
が
実
現
し

た
。

　
医
師
事
務
作
業
補
助
体
制

加
算
の
引
き
上
げ
、
算
定
対

象
の
拡
大
、
看
護
配
置
加
算

等
の
引
き
上
げ
が
実
現
し

た
。

術
、
爪
甲
除
去
、
ひ
ょ
う
疽

手
術
（
軟
部
組
織
の
も
の
）、

涙
点
プ
ラ
グ
挿
入
術
・
涙
点

閉
鎖
術
、
霰
粒
腫
摘
出
術
、

外
耳
道
異
物
除
去
術
（
単
純

な
も
の
）、鼓

膜
切
開
術
、

咽
頭
異
物
摘

出
術
（
簡
単

な
も
の
）、子

宮
頸
管
ポ
リ

ー
プ
切
除
術

等
の
汎
用
技

術
を
含
め
、

多
く
が
引
き

上
げ
ら
れ

た
。

　
複
数
医
療

様式９自動計算機能付Excel表
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第１回

医科開業医の週総労働時間

0時間 0.9％

1～10時間未満
1.3％

10～20
時間未満

2.6％

30～40時間未満
22.3％

20～30
時間未満

7.2％

50～60
時間未満
17.5％

60時間以上
20.5％

40～50時間未満
27.8％

大阪医療研・働き方シンポ

め
た
。過
重
の
原
因
は
、開
業

歴
が
短
い
医
師
は
、「
従
業
員

管
理
」を
挙
げ
た
。開
業
暦
が

長
い
ほ
ど「
診
療
以
外
の
業

務
の
煩
雑
さ
」を
過
重
の
原

因
と
す
る
割
合
が
高
く
、開

業
歴
で
違
い
が
出
た
。

低
診
療
報
酬
が
過
重

労
働
に
拍
車　

　
歯
科
で
は
、診
療
関
連
業

務
を
含
め
た
総
労
働
時
間
で

は
週
６０
時
間
超
が
１７
％
と
な

っ
た
。労
働
時
間
が「
や
や
過

重
」「
か
な
り
過
重
」を
合
わ

せ
６
割
が
過
重
と
回
答
し
て

い
る
。過
重
理
由（
複
数
回

答
）は
、「
診
療
報
酬
が
低
く

長
時
間
労
働
を
せ
ざ
る
を
得

な
い（
２６
％
）」、「
診
療
以
外

の
業
務
の
煩
雑
さ（
２５
％
）」

が
多
い
。精
神
的
ス
ト
レ
ス

が「
や
や
強
い
」「
か
な
り
強

い
」で
６
割
が
ス
ト
レ
ス
を

抱
え
て
お
り
、そ
の
原
因
は

「
従
業
員
管
理（
２８
％
）」「
患

者
数
減
に
よ
る
収
入
減（
２３

％
）」と
続
い
た
。

　
シ
ン
ポ
で
は
、多
く
の
開

業
医
師
・
歯
科
医
師
は
疲
弊

し
、自
身
の
健
康
に
不
安
を

感
じ
つ
つ
も
、診
療
へ
の「
愛

着
」や「
や
り
が
い
」で
支
え

ら
れ
て
い
る
医
療
現
場
の
現

状
が
語
ら
れ
た
。

　
特
に
女
性
医
師
・
歯
科
医

師
で
は
、産
前
休
暇
を
取
得

で
き
な
い
方
が
３
割
い
る
現

状
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。開

業
医
が
安
心
し
て
診
療
で
き

る
よ
う
診
療
報
酬
の
引
き
上

げ
な
ど
改
善
が
早
急
に
必
要

で
あ
る
。

　
昨
年
１１
月
に
保
団
連
が
主
催
し
た
第
３４
回
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
大
阪
開
催
）

で
は
、「
開
業
医
が
生
き
生
き
と
働
く
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
た
。
主
務
を
務
め
た
大
阪
協
会
、
大
阪
歯
科
協
会
で
は
、
シ
ン
ポ
に
先
立
ち
開
業

医
の
働
き
方
調
査
を
実
施
。
診
療
所
な
ど
で
５
人
に
１
人
が
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え

て
働
き
、
過
重
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
実
態
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

　
開
業
医
は
外
来
の
実
労
働

だ
け
で
な
く
、カ
ル
テ
整
理

や
患
者
の
紹
介
状
作
成
、保

険
請
求
実
務
な
ど
診
療
付
随

業
務
に
従
事
し
て
い
る
。こ

れ
ら
を
含
め
た
総
労
働
時
間

は
、
医
科
で
は
、過
労
死
ラ
イ

ン
で
あ
る「
週
６０
時
間
超
」と

の
回
答
が
２０
・
５
％
を
占
め

た
。ま
た
、労
働
時
間
は「
過

重
」「
や
や
過
重
」を
合
わ
せ

て
５５
・
２
％
が
過
重
と
回
答
。

精
神
的
ス
ト
レ
ス
が「
か
な

り
強
い
」「
や
や
強
い
」を
合

わ
せ
５２
・
８
％
と
半
数
を
占

歯科開業医の週総労働時間
30時間未満
4％

30～40
時間未満
16％

40～50
時間未満
33％

50～60
時間未満
29％

60～70
時間未満
9％

70時間以上
8％

無回答
1％

労働時間「過重」が過半数

　
１
月
の
保
団
連
大
会
で
結

論
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
女
性

理
事
拡
充
に
関
わ
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
の
問
題
で
多
く
の

意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。趣
旨

へ
の
反
対
は
な
い
も
の
の
、

進
め
方
を
は
じ
め
、い
か
に

男
性
の
視
点
の
み
で
物
事
が

動
い
て
い
る
か
、そ
の
問
題

の
深
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

今
後
も
論
議
は
続
く
。

　
前
夜
の
歯
科
理
事
会
議
を

う
け
て
歯
科
用
金
銀
パ
ラ
ジ

ウ
ム
合
金（
金
パ
ラ
）問
題
で

議
論
は
沸
騰
し
た
。金
属
材

料
の
実
勢
価
格
と
公
示
価
格

の
大
き
な
差（
逆
ザ
ヤ
）が
保

団
連
の
全
国
調
査
で
明
ら
か

に
な
る
中
、早
急
な
解
決
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。医
科
・
歯

科
一
体
の
組
織
の
中
で
歯
科

医
療
の
診
療
報
酬
の
低
さ
と

と
も
に
、こ
れ
ほ
ど
論
議
が

交
わ
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。署

名
も
集
め
る
。ボ
ー
ル
は
厚

労
省
に
投
げ
ら
れ
た
。

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
同

様
そ
の
普
及
は
進
ま
ず
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

は
１４
％
程
度
で
あ
る
。来
年

３
月
か
ら
保
険
証
利
用
を
始

め
る
こ
と
で
起
死
回
生
を
狙

っ
て
い
る
。現
政
権
が
目
論

ん
で
い
る
の
は
医
療
費
削
減

と
Ｉ
Ｔ
産
業
へ
の
テ
コ
入
れ

で
あ
っ
て
、決
し
て
患
者
、医

療
機
関
の
た
め
で
は
な
い
。

引
っ
切
り
無
し
に
発
生
す
る

情
報
漏
洩
に
患
者
情
報
を
曝

す
わ
け
に
も
い
か
な
い
。カ
ー

ド
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
情
報
と
顔

写
真
を
診
療
所
の
カ
ー
ド
リ

ー
ダ
ー
で
取
り
込
み
、患
者

の
顔
を
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
本

人
を
認
証
し
、審
査
機
関
に

照
会
し
保
険
資
格
も
確
認
す

る
。患
者
の
持
つ
４
ケ
タ
の

数
字
と
ネ
ッ
ト
環
境
も
必
要

と
な
る
。

　
レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
で
す
ら
医
科（
９
万
４
０

０
０
医
療
機
関
の
う
ち
）６９
・

７
％
、歯
科（
６
万
９
０
０
０

医
療
機
関
の
う
ち
）１８
・
４
％

で
あ
り
、そ
れ
以
外
は
ネ
ッ

ト
環
境
不
要
の
電
子
媒
体
請

求
か
手
書
き
レ
セ
で
あ
る
。

と
り
わ
け
歯
科
診
療
所
は
苦

し
く
、ネ
ッ
ト
環
境
を
整
備

す
る
余
力
は
な
い
と
推
測
さ

れ
る
。大
会
で
も
カ
ー
ド
の

保
険
証
利
用
を
頓
挫
さ
せ
る

方
針
を
決
め
て
い
る
。患
者
・

国
民
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
は
義
務
で
は
な
い
こ
と
を

知
ら
せ
、医
療
機
関
で
も
受

け
入
れ
な
い
こ
と
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
。会
員
の
先
生

方
の
ご
協
力
が
必
要
に
な

る
。（
副
会
長
　
馬
場
　
淳
）

【2月9日】

第第
22
回
保
団
連
理
事
会

回
保
団
連
理
事
会

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証

利
用
、金
パ
ラ
逆
ザ
ヤ
を
論
議

明
に
か
け
て
、
丸
森
町
が
正

に
そ
う
で
し
た
。

　
１２
日
午
後
、
フ
ル
稼
働
し

て
い
た
町
の
排
水
機
能
が
ポ

ン
プ
車
１
台
を
除
い
て
停
止

し
、
外
部
通
信
も
寸
断
。
町

中
心
部
は
一
夜
に
し
て
泥
水

に
浸
り
ま
し
た
。
山
間
部
集

落
は
土
砂
く
ず
れ
に
よ
っ
て

道
路
の
寸
断
が
多
発
し
て
孤

立
し
ま
し
た
。

　
１１
人
の
命
と
多
く
の
財
産

が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
被
災
後

１
カ
月
の
時
点
で
町
推
定
の

被
害
総
額
は
４
０
０
億
円
を

超
え
、
町
政
史
上
最
悪
の
出

来
事
と
な
り
ま
し
た
。
あ
の

日
か
ら
５
カ
月
、
未
だ
至
る

所
に
深
刻
な
爪
痕
が
残
り
、

激
甚
災
害
指
定
を
受
け
た
町

は
、
今
も
な
お
、
長
い
復
旧

・
復
興
ロ
ー
ド
の
ス
タ
ー
ト

に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
夜
に
し
て
安
全
な

医
療
提
供
困
難
に

　
叩
き
つ
け
る
雨
の
音
と
有

事
の
サ
イ
レ
ン
、
避
難
勧
告

の
屋
外
拡
声
器
放
送
が
鳴
り

響
き
、
病
院
の
浸
水
が
始
ま

　
毎
年
日
本
に
襲
来
す
る
台

風
、
そ
の
進
路
と
危
険
度
が

予
想
で
き
て
も
被
害
は
一
挙

に
押
し
寄
せ
る
た
め
、
備
え

が
な
け
れ
ば
「
生
活
」
の
一

部
あ
る
い
は
全
て
を
失
い
、

避
難
が
遅
れ
る
と
「
生
命
」

に
関
わ
り
ま
す
。
２
０
１
９

年
１０
月
１２
日
夜
か
ら
１３
日
未

　
宮
城
県
最
南
端
の
丸
森
町
は
、
阿
武
隈
川
と
渓
谷
や
阿
武

隈
山
系
に
囲
ま
れ
た
「
水
と
緑
の
輝
く
町
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
昨
秋
の
台
風
１9
号
は
、
こ
の
町
を
半
日
で
一
変
さ
せ
た
。

い
つ
、
何
が
起
こ
り
、
医
療
者
は
ど
う
動
い
た
の
か
―
。
今

回
は
、
町
と
病
院
が
直
面
し
た
危
機
的
状
況
を
聞
く
。（
毎
月

５
日
号
で
全
５
回
掲
載
予
定
）

八巻孝之
（やまき・たかゆき）
　東北大学第一外科
出身。肝臓疾患研究
班に所属、文部教官
助手を経て、２０００年
医学博士。仙台医療
圏の科長・部長職を
歴任し、１６年３月か
ら生まれ故郷の国保
丸森病院副院長に就
任。令和元年秋の台
風豪雨で大規模災害
を経験した。２０年１
月から国立病院機構
宮城病院勤務。

っ
た
の
は
１３
日
午
前
１
時
４５

分
頃
。
当
直
の
医
師
ら
は
、

入
院
患
者
の
安
全
確
保
に
強

い
不
安
を
抱
き
な
が
ら
一
夜

を
過
ご
し
ま
し
た
。
夜
が
明

け
る
と
、
病
院
１
階
は
１８
セ

ン
チ
床
上
浸
水
し
、
流
れ
込

ん
だ
一
面
の
泥
水
に
為
す
術

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
断
水
と
外
部
通
信
遮
断
、

院
内
通
話
の
不
具
合
、
１
階

全
域
の
泥
汚
染
の
中
、
町
の

被
害
全
容
も
わ
か
ら
ず
、
職

員
ら
は
入
院
患
者
５５
人
、
避

難
者
４
人
と
共
に
２
日
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　
１３
日
午
前
か
ら
、
病
院
の

外
で
は
自
衛
隊
が
救
助
活
動

を
行
っ
て
い
ま
し
た
（
写
真

①
）。
車
で
町
へ
向
か
っ
た
私

は
、
阿
武
隈
川
を
横
切
っ
て

す
ぐ
浸
水
域
に
到
着
し
た
も

の
の
、
救
助
用
搬
送
艇
に
乗

船
で
き
ず
、
隣
町
で
２
日
間

待
機
し
ま
し
た
。

　
被
災
３
日
目
の
１５
日
朝
、

水
が
引
い
て
現
れ
た
の
は
一

面
の
泥
。
外
部
通
信
は
復
旧

し
た
も
の
の
、
厨
房
や
外
来

診
察
室
の
他
、
ボ
イ
ラ
ー
室

・
検
査
室
・
画
像
診
断
室
、

薬
局
、
医
事
事
務
室
等
が
泥

水
と
下
水
で
汚
染
さ
れ
ま
し

た
（
図
）。
こ
の
他
、
医
療
用

精
密
機
器
の
損
壊
、
院
内
通

信
の
不
具
合
、
断
水
が
続
い

て
貯
水
が
頼
り
と
な
り
、
入

院
食
は
非
常
食
に
な
る
な

ど
、
一
夜
に
し
て
安
全
な
医

療
が
全
く
提
供
で
き
な
い
危

機
に
陥
り
ま
し
た
。

　
１５
日
か
ら
３
日
間
、
東
北

各
地
か
ら
派
遣
さ
れ
た
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
１２
隊
と
消
防
１４
チ
ー
ム

が
、
退
院
で
き
た
６
人
を
除

く
４９
人
の
患
者
を
仙
南
医
療

町
と
病
院
が
直
面
し
た
危
機

圏
の
７
病
院
に
移
送
し
（
写

真
②
）、
病
院
か
ら
患
者
が
い

な
く
な
り
ま
し
た
。

仮
設
外
来
再
開
ま
で

に
17
日
間

　
被
災
か
ら
１７
日
目
が
過
ぎ

た
１０
月
２８
日
、
３
階
で
仮
設

外
来
を
開
始
し
ま
し
た
。
外

来
棟
の
汚
染
は
深
刻
で
、
清

掃
・
消
毒
作
業
が
長
引
き
ま

し
た
。
職
員
ら
が
休
日
出
勤

で
準
備
を
進
め
、
保
健
所
の

許
可
が
下
り
て
、
よ
う
や
く

１１
月
５
日
か
ら
１
階
で
外
来

診
療
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

道
路
の
復
旧
も
進
み
、
訪
問

診
療
を
再
開
。
被
災
か
ら
４４

日
目
の
１１
月
２５
日
に
な
っ

て
、
歯
科
診
療
の
一
部
再
開

と
移
送
患
者
の
受
け
入
れ
に

こ
ぎ
つ
け
た
の
で
し
た
。

①
病
院
周
辺
の
自
衛
隊
員
ら

（
１4
日
午
後
、筆
者
撮
影
）

図
　
被
災
し
た
病
院
１
階
見
取
り
図

（
丸
森
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

②
被
災
3
日
目
午
後
、階
段
を
使

っ
た
患
者
移
送（
著
者
撮
影
）
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一
昨
年
成
立
し
た
「
働
き

方
改
革
関
連
法
」
が
昨
年
か

ら
順
次
実
施
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
４
月
か
ら
、
中
小
規
模

の
医
療
機
関
の
看
護
師
・
事

務
員
な
ど
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い

て
、
時
間
外
労
働
の
上
限
規

制
が
適
用
さ
れ
る
。
ま
た
４

月
か
ら
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・

有
期
雇
用
労
働
法
」
が
施
行

さ
れ
、
中
小
規
模
の
医
療
機

関
は
２１
年
４
月
か
ら
適
用
さ

れ
る
。

　
医
院
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
働

合
や
、
時
間
外
労
働
の
上
限

を
超
え
て
残
業
等
を
さ
せ
た

場
合
は
、
罰
則
が
科
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
、
注
意

が
必
要
だ
。

正
職
員
と
パ
ー
ト
職

員
の
不
合
理
な
待
遇

差
は
禁
止

　
２０
年
４
月
か
ら
施
行
さ

れ
、
中
小
規
模
の
医
療
機
関

に
は
２１
年
４
月
か
ら
適
用
と

な
る
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有

期
雇
用
労
働
法
」
は
、
同
一

職
場
内
で
の
正
職
員
（
常
勤

職
員
）
と
、
パ
ー
ト
職
員
や

有
期
雇
用
職
員
と
の
均
等
・

均
衡
待
遇
の
確
保
を
推
進
す

る
こ
と
が
目
的
。

　
基
本
給
、
賞
与
、
各
種
手

当
や
福
利
厚
生
等
に
つ
い

て
、
不
合
理
な
待
遇
差
を
設

け
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
る
。

業
務
の
内
容
と
責
任
の
程
度

が
同
じ
で
あ
れ
ば
、
正
職
員

と
パ
ー
ト
・
有
期
雇
用
職
員

と
の
間
で
、
差
別
的
に
取
り

扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま

た
、
業
務
の
内
容
や
責
任
の

程
度
な
ど
が
異
な
っ
て
い
る

な
ら
ば
、
そ
の
異
な
る
程
度

に
応
じ
た
合
理
的
な
待
遇
を

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

パ
ー
ト
・
有
期
雇
用
職
員
の

待
遇
に
つ
い
て
、
事
業
主
の

説
明
義
務
も
強
化
さ
れ
る
。

　「
働
き
方
改
革
関
連
法
」に

よ
り
医
療
機
関
に
求
め
ら
れ

る
対
応
に
つ
い
て
、
当
会
発

行
の
『
医
院
経
営
と
雇
用
管

理
』（
２
０
１
９
年
刊
）
で
詳

し
く
解
説
し
て
い
る
。
ぜ
ひ

ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

雇用管理、大丈夫ですか？

く
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
は
、

労
働
時
間
、
休
憩
、
休
日
・

休
暇
と
い
っ
た
労
働
条
件

は
、
賃
金
と
と
も
に
重
視
さ

れ
る
事
項
。
労
働
時
間
を
適

切
に
管
理
す
る
こ
と
は
、
働

く
人
の
健
康
を
守
り
、
働
き

が
い
の
あ
る
魅
力
あ
る
職
場

づ
く
り
に
つ
な
が
る
。
医
療

機
関
の
経
営
に
と
っ
て
も
重

要
だ
。

時
間
外
労
働
に
上
限　

　

罰
則
付
き
規
制
に

　
労
基
法
が
定
め
る
労
働
時

間
（
法
定
労
働
時
間
）
は
、

「
１
日
８
時
間
・
１
週
４０
時

間
」。
従
業
員
１０
人
未
満
の

医
療
機
関
で
は
「
１
日
８
時

間
・
１
週
４４
時
間
」
と
さ
れ

て
い
る
。
ス
タ
ッ
フ
に
法
定

労
働
時
間
を
超
え
て
時
間
外

労
働
、
休
日
労
働
を
さ
せ
る

場
合
は
、
労
使
協
定
を
締
結

し
、
所
轄
の
労
基
署
に
届
け

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　
こ
の
協
定
で
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
時
間
外
労
働
の
上

限
は
、
今
回
の
法
改
正
で
、

原
則
と
し
て
「
月
４５
時
間
・

年
３
６
０
時
間
」
と
定
め
ら

れ
た
。

　
労
使
協
定
を
締
結
・
届
出

せ
ず
に
残
業
等
を
さ
せ
た
場

「働き方改革」４月から変わる医療機関経営

会
員
向
け
書
籍
で
し
っ
か
り
対
策

『医院経営と雇用管理』
定価　１５００円
ご注文は保険医協会・医
会まで

オンライン資格確認の仕方について

※「オンライン資格確認等の普及に向けた取組状況について」（社会保障審議会医療保険部会、2019年12月）より一部改変

患者

①カードリー
　ダーに置く

①提示する

マイナンバー
カード

健康保険証

オンライン資格
確認等システム

医療機関・薬局

支払基金・
国保中央会

OR

OR

OR

顔認証付き
カードリーダー

目視
照会

回答

②暗証番号（4桁）に
　よる本人確認

②健康保険証の
　記号番号等を入力

③患者の資格
　情報を取得
　・取込

健康保険証
を提示

②顔認証による本人確認

　

政
府
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
が
人
口
の
１５
％

弱
に
留
ま
る
中
、
健
康
保
険
証
と
し
て
も
利
用
で
き
る
形

に
し
て
普
及
を
一
気
に
図
る
構
え
だ
。
し
か
し
、
医
療
現

場
へ
の
カ
ー
ド
持
ち
込
み
は
問
題
が
多
い
。
負
担
と
混
乱

を
招
く
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
利
用
は
中
止
す

べ
き
だ
。

　
政
府
は
、
最
終
的
に
は
保

険
証
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
吸
収
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
み
で
の
受
診
を

狙
っ
て
い
る
。
カ
ー
ド
普
及

が
進
め
ば
、
医
療
、
年
金
、

介
護
、
税
金
な
ど
の
個
人
情

報
が
芋
づ
る
式
に
つ
な
げ
ら

れ
、
政
府
に
よ
る
国
民
の
情

報
管
理
が
一
気
に
進
み
、
将

来
的
に
は
、
個
人
が
負
担
し

た
範
囲
内
に
社
会
保
障
給
付

を
抑
え
る
「
社
会
保
障
個
人

会
計
」
の
導
入
に
つ
な
が
る

危
険
性
が
あ
る
。

　
資
格
確
認
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
保
険
証
の
目
視
確
認

で
十
分
で
あ
る
。
仮
に
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
資
格
確
認
が

必
要
な
場
合
も
、
保
険
証
を

使
え
ば
済
む
。
医
療
機
関
に

多
大
な
負
担
と
混
乱
を
持
ち

こ
む
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
に
は
反
対
で
あ
る
。

※
　
政
府
が
運
営
す
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
に
関
連
し
た
個
人

情
報
を
自
ら
確
認
で
き
る
オ

ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
サ
イ

ト
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を

導
入
し
た
場
合
、
医
療
現
場

で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
受
診
と
保
険
証
受
診
が
混

在
す
る
こ
と
に
な
る
。
患
者

が
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
読
み

取
ら
せ
る
想
定
だ
が
、
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
に
不
慣
れ
な
高

齢
者
な
ど
に
対
す
る
職
員
の

手
助
け
が
必
要
に
な
る
。
断

っ
た
場
合
、
患
者
ト
ラ
ブ
ル

に
な
り
、
患
者
と
医
療
機
関

の
信
頼
関
係
に
ひ
び
が
入
り

か
ね
な
い
。
医
療
機
関
内
で

の
カ
ー
ド
紛
失
・
盗
難
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
流
出
の
リ
ス
ク

な
ど
も
高
ま
る
。

　
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で
顔
認

証
を
行
う
場
合
、
カ
ー
ド
の

写
真
と
カ
メ
ラ
に
映
っ
た
画

像
が
一
致
し
な
い
と
判
断
さ

れ
た
場
合
、
窓
口
で
混
乱
が

も
た
ら
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
、

資
格
な
し
返
戻
で
問
題
と
な

る
レ
セ
プ
ト
も
年
間
に
全
請

求
件
数
の
０
・
１
％
に
過
ぎ

な
い
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
は
、
職
員
の
多
忙
化
に

拍
車
を
か
け
る
上
、
患
者
に

と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

　
患
者
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
で
受
診
す
る
場
合
、
受

診
に
先
立
ち
カ
ー
ド
を
保
険

証
に
切
り
替
え
る
登
録
処
理

が
必
要
だ
。
患
者
は
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
（
※
）
で
カ
ー
ド

を
保
険
証
化
し
て
お
く
。
受

診
に
際
し
て
、
患
者
が
カ
ー

ド
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
を
医
療
機

関
に
備
え
付
け
て
あ
る
顔
認

証
を
行
う
カ
メ
ラ
付
き
の
カ

ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で
読
み
取
ら

せ
る
。
読
み
込
ま
れ
た
情
報

が
審
査
支
払
機
関
に
照
会
さ

れ
、
窓
口
で
資
格
情
報
の
回

答
を
受
け
る
。

　
カ
ー
ド
持
参
者
と
カ
ー
ド

写
真
を
照
合
す
る
本
人
確
認

は
、
職
員
の
目
視
で
も
良
い
。

さ
ら
に
、
保
険
証
化
し
て
い

な
い
カ
ー
ド
で
の
受
診
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
、
顔
認
証

付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
や
暗

唱
番
号
（
４
桁
）
入
力
に
よ

る
本
人
確
認
な
ど
の
シ
ス
テ

ム
整
備
も
図
る
。

　
保
険
証
で
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
を
行
う
場
合
、
職
員

が
保
険
証
の
記
号
番
号
等
を

入
力
し
、
審
査
支
払
機
関
に

照
会
を
か
け
資
格
確
認
の
回

答
を
受
け
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
従
来
同

様
、
窓
口
で
の
保
険
証
の
目

視
に
よ
る
資
格
確
認
が
認
め

ら
れ
る
。

カ
ー
ド
保
有
を
目
指
す
と
し

た
。
カ
ー
ド
普
及
の
起
爆
剤

と
し
て
、
カ
ー
ド
を
保
険
証

と
し
て
も
利
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
。
カ
ー
ド
で
の
受
診

に
際
し
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う

保
険
資
格
確
認
に
つ
い
て
、

２３
年
３
月
末
ま
で
に
概
ね
全

て
の
医
療
機
関
で
の
導
入
を

目
指
す
と
し
て
い
る
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
は
２１
年
３
月
よ
り
開
始
予

定
で
あ
る
。
続
く
５
月
か
ら

は
、
保
険
証
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
も
開
始
さ
れ

る
。
厚
労
省
の
「
導
入
の
手

引
き
」
で
も
示
す
よ
う
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
導

入
す
る
か
ど
う
か
は
、
あ
く

ま
で
医
療
機
関
の
任
意
で
あ

り
義
務
で
は
な
い
。
当
然
、

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
導

入
し
な
く
て
も
不
利
益
や
罰

則
も
な
い
。
導
入
の
有
無
に

関
ら
ず
、
従
来
同
様
、
保
険

証
の
目
視
確
認
は
認
め
ら
れ

る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
で

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

か
ら
読
み
込
ま
れ
た
又
は
保

険
証
を
基
に
打
ち
込
ん
だ
情

報
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の

回
線
を
通
し
て
、
審
査
支
払

機
関
（
支
払
基
金
、
国
保
中

央
会
）
に
照
合
さ
れ
、
資
格

の
有
無
・
状
況
な
ど
が
医
療

機
関
に
回
答
さ
れ
る
。
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
審
査
支
払
機
関

に
お
い
て
、
個
人
の
資
格
情

報
の
有
無
・
状
況
等
に
つ
い

て
一
元
的
・
継
続
的
に
管
理

す
る
仕
組
み
を
つ
く
る
。

　
今
夏
か
ら
レ
セ
コ
ン
な
ど

シ
ス
テ
ム
改
修
に
対
す
る
補

助
金
の
受
付
が
開
始
さ
れ
、

秋
口
か
ら
シ
ス
テ
ム
改
修
し

た
医
療
機
関
に
支
払
基
金
か

ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

読
み
取
る
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

が
無
償
で
提
供
さ
れ
る
予
定

だ
。
他
方
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
回
線
の
導
入
費
用
や
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
じ
め
維
持

管
理
コ
ス
ト
は
医
療
機
関
が

負
担
す
る
形
と
な
る
。

　
政
府
は
昨
年
９
月
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
に
向

け
た
総
合
対
策
を
決
定
し
、

２３
年
３
月
末
に
は
全
住
民
の

あ
く
ま
で
任
意

従
来
通
り
保
険
証
で
Ｏ
Ｋ

窓
口
多
忙
に
、ト
ラ
ブ
ル
も

給
付
抑
制
の
仕
組
み
に

医
療
機
関
に
メ
リ
ッ
ト
な
し

マイナンバー
カード

保険証利用

負
担
と
混
乱
招
く
だ
け
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「逆ザヤ」即時解消を求める「逆ザヤ」即時解消を求める
要請署名にご協力を要請署名にご協力を

 医療費負担は現役世代の倍 医療費負担は現役世代の倍
　窓口負担割合は現役世代は3割、後期高齢者
は1割。しかし、消費支出に占める医療費負担
は、現役世代の倍になる（図１）。加齢で疾病
が増え、医療費は今でも重く2割化で受診抑制
がさらに増える。所得格差で健康格差がさら
に広がることを強く懸念する。
　 

　政府は「現役世代（窓口３割）との公平性」、「年齢ではなく能力に応じて負担」を理由に７５歳以上の
高齢者に医療費窓口負担２割化を迫る。しかし、複数疾病を罹患し受診率が高い後期高齢者は、現役世
代より医療費負担率は高い。「能力に応じて負担」を求めるなら、高所得ほど税や社会保険料の負担率が
低くなる仕組みを改善し、社会保障財源を確保することが先決だ。

 高所得ほど税負担率が減少 高所得ほど税負担率が減少
　高所得層ほど株式売買などで利益を得てい
るが、その利益への課税税率は１５％にすぎな
い。そのため所得階層が １ 億円以上ではかえ
って所得税の負担率は下がる（図２）。緩和さ
れた累進税率を元に戻すことが必要だ。
　 

 保険料負担率も高所得ほど減少
　社会保険料の負担率は、高所得ほど減少す
る「逆進性」が生じている（図３）。これは保
険料率の適用ランクに所得上限があり、高所
得層は所得に応じた負担率とならないことに
よる。所得上限の撤廃などで所得に応じた社
会保険料負担が求められる。高すぎる保険料
を引き下げるため、国保や協会けんぽへの国
庫負担割合を増やすことも必要だ。

 「年齢ではなく能力に応じた負担」は妥当か？ 「年齢ではなく能力に応じた負担」は妥当か？

図1　世帯の消費支出に占める「保健医療」の割合

厚労省社会保障審議会資料より作成

後期高齢者世帯 現役夫婦世帯（子ども2人）
（年収200～300万円世帯）
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図２　申告納税者の所得税負担率

図３　社会保険料負担率
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金パラ「逆ザヤ」の即時解消を
保
険
材
料
で
巨
額
の
赤
字

「金パラ」購入価格平均と保険償還価格

保団連「金パラ『逆ザヤ』シミュレータ」2020年2月5日時点の数値より作成
＊購入価格平均は30グラム・税込みの価格
＊保険償還価格は1グラムの告示価格を30グラムあたりに換算した値

購入価格

保険償還価格

逆
ザ
ヤ

2019年9月 2019年10月 2019年11月 2019年12月 2020年1月 2020年2月

（消費税対応での診療報酬改定）

　

歯
科
治
療
に
不
可
欠
な
金
属
材
料
「
金
パ
ラ
」
の
市
場
価
格
が
高
騰
し
、
保
険
償

還
価
格
を
上
回
る
「
逆
ザ
ヤ
」
が
拡
大
し
て
い
る
。
治
療
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
赤
字
が

膨
ら
み
保
険
の
治
療
提
供
が
困
難
な
事
態
に
な
っ
て
い
る
。
保
団
連
は
金
パ
ラ
実
勢

価
格
調
査
で
「
逆
ザ
ヤ
」
額
を
示
し
、
国
に
逆
ザ
ヤ
解
消
を
強
く
求
め
て
い
く
。

　
金
パ
ラ
（
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ

ム
合
金
）
の
「
逆
ザ
ヤ
」
は

素
材
と
な
る
パ
ラ
ジ
ウ
ム
の

価
格
急
騰
を
背
景
に
、
1
月

以
降
さ
ら
に
拡
大
を
続
け
て

い
る
。

　
保
団
連
は
「
金
パ
ラ
『
逆

ザ
ヤ
』
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
」
を

立
ち
上
げ
、
歯
科
医
院
で
の

実
際
の
金
パ
ラ
購
入
価
格
調

査
を
実
施
。
こ
れ
ま
で
に
全

国
か
ら
述
べ
５
０
４
７
件
の

協
力
が
寄
せ
ら
れ
た
（
２
月

５
日
現
在
）。

購
入
価
格
の
4
割
持

ち
出
し

　
２
月
の
購
入
価
格
は
、
平

均
８
万
１
３
９
７
円
（
3０
グ

ラ
ム
・
税
込
み
）
と
な
り
、
3０

グ
ラ
ム
あ
た
り
の
保
険
償
還

価
格
５
万
２
５
０
円
に
対
し

３
万
１
１
４
７
円
の
大
幅
な

乖
離
が
生
じ
て
い
る
。
購
入

価
格
の
４
割
が
保
険
償
還
さ

れ
ず
、「
逆
ザ
ヤ
」
と
し
て
歯

科
医
療
機
関
の
持
ち
出
し
と

な
っ
て
い
る
。
同
シ
ミ
ュ
レ

ー
タ
ー
を
基
に
、
購
入
価
格

と
金
パ
ラ
材
料
料
の
算
定
回

数
か
ら
推
計
す
る
と
、
1９
年

1０
月
～
2０
年
２
月
ま
で
の
５

カ
月
間
の
累
計
で「
逆
ザ
ヤ
」

総
額
は
２
５
２
億
９
０
０
０

万
円
と
な
る
。
こ
れ
は
歯
科

医
療
費
約
２
兆
９
０
０
０
億

円
の
０
・
９
％
に
あ
た
り
、
2０

年
度
歯
科
診
療
報
酬
の
改
定

率
０
・
５９
％
を
上
回
る
金
額

だ
。

　
特
定
保
険
医
療
材
料
の
保

険
償
還
価
格
と
市
場
価
格
が

こ
れ
ほ
ど
大
き
く
乖
離
す
る

例
は
他
に
な
い
。
治
療
を
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
赤
字
が
膨
ら

む
状
態
が
続
け
ば
、
保
険
の

歯
冠
修
復
・
欠
損
補
綴
治
療

の
提
供
が
困
難
に
な
り
か
ね

な
い
。

４
月
改
定
で
１
月
以

降
の
高
騰
考
慮
せ
ず

　
2０
年
４
月
の
診
療
報
酬
改

定
で
金
パ
ラ
の
価
格
も
改
定

さ
れ
る
。
し
か
し
、
４
月
改

定
の
保
険
償
還
価
格
は
、
1９

年
９
月
単
月
の
市
場
実
勢
価

格
調
査
を
基
に
、
そ
の
後
12

月
ま
で
の
素
材
と
な
る
金
属

（
金
、
銀
、
パ
ラ
ジ
ウ
ム
）
の

価
格
変
動
で
補
正
し
て
決
め

ら
れ
る
。

　
つ
ま
り
、
現
行
の
制
度
で

は
、
2０
年
１
月
以
降
の
大
幅

な
価
格
上
昇
は
考
慮
さ
れ

ず
、
改
定
で
の
逆
ザ
ヤ
の
解

消
は
望
め
な
い
。

即
時
解
消
の
運
動
進

め
る

　
保
団
連
は
厚
労
省
や
国
会

議
員
に
繰
り
返
し
金
パ
ラ

「
逆
ザ
ヤ
」の
解
消
を
要
請
し

て
き
た
。
1
月
の
第
４９
回
定

期
大
会
で
は
、「
逆
ザ
ヤ
」
の

即
時
解
消
を
求
め
る
特
別
決

議
を
採
択
し
、厚
労
省
・
マ
ス

コ
ミ
・
国
会
議
員
に
発
信
し
、

喫
緊
の
課
題
と
し
て
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。

　
2
月
か
ら
金
パ
ラ
「
逆
ザ

ヤ
」
の
即
時
解
消
を
求
め
る

会
員
署
名
」
を
実
施
。
購
入

価
格
調
査
に
よ
り
現
場
の
実

態
を
示
す
と
と
も
に
、
会
員

の
声
を
政
府
・
厚
労
省
に
届

け
、
金
パ
ラ
「
逆
ザ
ヤ
」
問

題
の
解
決
を
求
め
て
い
く
。

金
パ
ラ
急
騰
・
逆
ザ
ヤ
拡
大

　歯科医療機関は、これ
以上の金パラ「逆ザヤ」
による負担は耐えられま
せん。金パラ「逆ザヤ」
の即時解消を政府・厚労
省に強く求めるためにも
会員要請署名にご協力く
ださい。

お問い合わせは協会・医会まで

保団連公式キャラクター
「ドコでもん」
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　目的

　 頭 痛 は 日 常 診 療 で 遭 遇 す る
common な脳神経内科疾患であ
る。頭痛診療の基本は、｢国際頭痛
分類第3版｣ に基づき診断し、「慢
性頭痛の診療ガイドライン2013」
などに準拠した標準的治療を ｢頭
痛ダイアリー｣ などの記録でフィ
ードバックしつつ行うことである。
　しかし、「慢性頭痛の診療ガイド
ライン2013」で症例集積研究以上
のエビデンスをもつとして推奨さ
れる漢方薬は、呉茱萸湯、桂枝人
参湯、釣藤散、葛根湯、五苓散の
5方剤だけである。
　西洋薬の治療だけでは十分な効
果の得られなかったケースでも、
ガイドラインでの推奨の有無にか
かわらず、種々の漢方薬を併用す
ることで治療効果が高まることが
期待される。漢方薬が奏効したケ
ースを紹介する。

【症例1】

呉茱萸湯が奏効した重度片頭痛の
30歳代女性。
診断名:前兆のある片頭痛ならび
に前兆のない片頭痛

　初発は18歳｡ 頻回に繰り返す強
い頭痛のため、X年5月初診。頭痛
の性状は episodic に生じる拍動性
頭痛でしばしば閃輝性暗点の先行
があり、体動で悪化、嘔気・嘔吐
を伴い、生活支障あり、半日から
2日間程度持続する。週末や月経時
に生じやすく、日常的に肩こりを
伴っていた。消炎鎮痛剤の効果も
不良となり、日常生活に支障を来
したため受診した。初診から1年間
程度は、片頭痛発作は2～4回 / 週
と比較的頻回だったが、塩酸ロメ
リジン錠20mg とアミトリプチリ
ン錠20～30mg で予防しつつ、経
口および点鼻トリプタン製剤頓用
で日常生活は維持できていた。続
く半年間は片頭痛頻度、重症度と
も著増し、塩酸ロメリジン20mgの
他、アミトリプチリン30mg、ベラ
パミル40mg、プロプラノロール
40mg、バルプロ酸 Na600mg、プ
レドニゾロン15mg 等の組み合わ
せなど、ガイドラインで推奨され
る各種西洋薬による予防療法を数
々試みたが､ 高度の眠気や倦怠感
などの副作用にも悩まされ、十分
量の継続はできなかった。また、
トリプタン製剤の反応性も低下
し、月に20回以上､ 頻回に生じる
片頭痛発作のため日常生活に大き
な支障を来していた。さらに、嘔
吐が続き､ 脱水状態になることも
あり、繰り返しの入院も必要だっ
た。
　その半年後から呉茱萸湯エキス
製剤7.5gを開始したところ､ 片頭

大阪協会　西田博昭（脳神経内科）

頭痛への漢方薬治療の工夫

痛は著減し､ スマトリプタン点鼻
液の使用量も著減した。X+3年4
月には最後まで治療抵抗性だった
月経時片頭痛もほぼ消失し、呉茱
萸湯は約3年で廃薬できた。その後
は、年に1～2回程度のスマトリプ
タン点鼻液頓用で過ごせるほど改
善した。
　呉茱萸湯は嘔気を伴うことが多
い発作性拍動性頭痛、つまり、片
頭痛の第一適応処方で、予防と頓
用の両方に使用できる方剤であ
る。なお、適応証は陰証かつ虚証
で、気逆、脾虚、裏寒伴い、腹診
で心下痞硬（しんかひこう）とさ
れている。簡単には「冷え」を目
標に処方すると良い。

【症例2】

抑肝散加陳皮半夏が奏効した歯ぎ
しりが強い緊張型頭痛の50歳代男
性。
診断名:緊張型頭痛

　職業はデータ監視でほとんどが
CRT作業｡ 30歳代から1～2回／月
程度の絞扼性頭痛があったが、X
年3月配置転換後から頭痛はほぼ
毎日繰り返すようになり、X年5月
に初診。頭痛は左耳の奥から前頭
部の絞扼性頭痛で生活に支障があ
り、夕に増悪する。肩凝りや項部
のコリがいつもあり、頭痛時に強
まる。左耳鳴もしばしば生じ、歯
ぎしりが強い。飲酒で改善し、雨
降りで増悪した。
　X年6月からエペリゾン50mg錠
3T とメチルコバラミン500μ g 錠
3Tで治療したが改善なかった。そ
の2週後から抑肝散加陳皮半夏エ
キス製剤7.5g を開始したところ、
翌日から絞扼性頭痛は消失し、再
発もなく経過し、X年9月には廃薬
できた。その後、X+2年9月再発
のため､ 抑肝散加陳皮半夏エキス
製剤7.5gを再開した｡ 今回は、頻
度は変わらず、重症度の軽減のみ
に留まったが、12月には頻度も半
減し、X+3年1月には頭痛消失し、
廃薬できた。
　抑肝散加陳皮半夏および抑肝散
は『肝気亢進』状態に用いる。簡
単には「イライラ」、｢きれる｣ な
どをキーワードに使うと有効なこ
とが多く、挺舌が十分にできない
症例にレスポンダーが多い。本例
の様に、歯ぎしりの強い頭痛患者
に奏効することもしばしば経験す
る。また、認知症の BPSD（認知
症に伴う行動・心理症状 ) や眼瞼
ミオミキアなどの交感神経過緊張
状態などにも有効な応用範囲の広
い方剤である。

【症例3】

　呉茱萸湯と五苓散の合方が奏効
した重症透析頭痛の60歳代女性。

診断名:透析頭痛

　20歳代から年数回程度の拍動性
頭痛があったが、50歳以降は完全
に消失していた。慢性糸球体腎炎
から慢性腎不全に至り、58歳頃か
ら腹膜透析開始。同時期から軽症
頭痛が再開した。X年1月、血液透
析に変更した頃から頭痛は増悪し
始め、嘔気を伴う強い頭痛を繰り
返すようになり、血液透析の度に
NSAIDs 服用が必要となった。10
月には頭痛は重症化し入院となっ
た。内科でのバルプロ酸400mgは
無効だった。X 年12月当科初診。
呉茱萸湯エキス製剤7.5g 分3連用
および透析当日に五苓散エキス製
剤7.5g 分3服用とし、抑制しきれ
ない場合は､ スマトリプタン錠
50mg追加服用とした。1週目から
頭痛強度は軽減し、スマトリプタ
ン錠50mg1錠のみでコントロール
可能になり、2週目からは予兆時に
呉茱萸湯2.5gと五苓散2.5gとナウ
ゼリン錠10mgの追加服用のみで3
割は抑制可能になった。X+1年3
月には鎮痛剤は全く不要となり、
スマトリプタン錠も月1回のみと著
明改善し、X+1年4月18日から一
旦廃薬とした。
　しかし、5月29日から頭痛再発
し、6月13日から五苓散5g+ 呉茱
萸湯2.5g常用および透析時に追加
服用とした。7月以降は呉茱萸湯エ

キス製剤 + 五苓散エキス製剤を、
透析前夜､ 透析前、透析中、透析
後に各1包ずつ服用するだけで、ス
マトリプタン錠使用は3回/月に著
減した。
　透析頭痛の治療法は定まってお
らず、欧米ではmajor tranquilizer
による効果が報告されるだけで、
慢性頭痛診療ガイドラインでも透
析頭痛標準的治療の記載はない。
しかし、本例のように漢方薬が奏
効する症例があるので、安全性に
優れた漢方治療は試みられるべき
治療法である。五苓散は『水毒』
治療の代表的方剤で、東洋医学理
論の『水』の異常による頭痛によ
く用いられる｡ 嘔気を伴う拍動性
頭痛の場合は呉茱萸湯との合方が
しばしば奏効する。

　【考察】

　頭痛に漢方薬が奏効するケース
がしばしば経験され､ もっと利用
されるべきである。また、我が国
は、公的医療保険制度の基で、一
人の医師が西洋医学も漢方医学も
同時に行える恵まれた環境にある。
その恵まれた環境を活かした西洋
薬と漢方治療を併用するコラボレ
ーション療法で治療効果が高まる
ことが期待される。そのためにも、
今後も漢方薬が健康保険で使用し
続けられることが極めて大切であ
る。

頭痛の繁用漢方処方のワンポイント

臨床ノートは会員などの臨床研究を
発表するコーナーです。

葛根湯葛根湯 後頭部から背中の筋肉が凝りやすい頭痛=後頭部から背中の筋肉が凝りやすい頭痛=
緊張型頭痛の頓用｡ 即効性緊張型頭痛の頓用｡ 即効性

葛根湯加川芎辛夷葛根湯加川芎辛夷 副鼻腔炎による頭痛副鼻腔炎による頭痛
呉茱萸湯呉茱萸湯 片頭痛の第一適応｡ 予防･頓用の両方可能片頭痛の第一適応｡ 予防･頓用の両方可能

｡ 苦い｡「冷え」目標｡ 即効性も｡ 苦い｡「冷え」目標｡ 即効性も
半夏白朮天麻湯半夏白朮天麻湯 虚証の頭痛｡ 胃弱者のあまり激しくない頭虚証の頭痛｡ 胃弱者のあまり激しくない頭

痛痛
五苓散五苓散 ｢水毒｣ の代表的方剤｡ ｢水｣ の異常の頭痛｢水毒｣ の代表的方剤｡ ｢水｣ の異常の頭痛

｡ 片頭痛､ 嘔吐･下痢伴う頭痛｡ 片頭痛､ 嘔吐･下痢伴う頭痛
桂枝人参湯桂枝人参湯 ｢胃弱の頭痛｣ に良い｡ 半夏白朮天麻湯よ｢胃弱の頭痛｣ に良い｡ 半夏白朮天麻湯よ

りも胃腸症状や頭痛が顕著りも胃腸症状や頭痛が顕著
釣藤散釣藤散 高血圧症や脳動脈硬化症合併。老人や朝覚高血圧症や脳動脈硬化症合併。老人や朝覚

醒時からの頭痛醒時からの頭痛
大柴胡湯大柴胡湯 実証タイプの緊張型頭痛｡ 肥満タイプ睡眠実証タイプの緊張型頭痛｡ 肥満タイプ睡眠

時無呼吸症候群への応用も時無呼吸症候群への応用も
柴胡加竜骨牡蛎湯柴胡加竜骨牡蛎湯 神経質、交感神経緊張タイプの頭痛神経質、交感神経緊張タイプの頭痛
桃核承気湯桃核承気湯 高度瘀血の頭痛｡ 月経異常に関連し､ 頭痛高度瘀血の頭痛｡ 月経異常に関連し､ 頭痛

､ 不眠､ 興奮などの精神症状､ 不眠､ 興奮などの精神症状
桂枝茯苓丸桂枝茯苓丸 ｢瘀血｣ の代表的処方。瘀血の頭痛｡ 激し｢瘀血｣ の代表的処方。瘀血の頭痛｡ 激し

い精神症状ない｡ のぼせが主い精神症状ない｡ のぼせが主
当帰芍薬散当帰芍薬散 虚証女性の頭痛や頭重・頭帽感｡ のぼせな虚証女性の頭痛や頭重・頭帽感｡ のぼせな

く､ 冷えのみく､ 冷えのみ
加味逍遥散加味逍遥散 多愁訴の頭痛｡ 不定愁訴症候群｡ 冷えのぼ多愁訴の頭痛｡ 不定愁訴症候群｡ 冷えのぼ

せせ
黄連解毒湯､ 三黄瀉心湯黄連解毒湯､ 三黄瀉心湯 ｢頭に血がのぼっている｣ 状態の頭痛｢頭に血がのぼっている｣ 状態の頭痛
当帰四逆加呉茱萸生姜湯当帰四逆加呉茱萸生姜湯 寒冷で誘発される頭痛寒冷で誘発される頭痛
抑肝散､ 抑肝散加陳皮半夏抑肝散､ 抑肝散加陳皮半夏 ｢イライラ」､ ｢きれる｣ などのキーワード｢イライラ」､ ｢きれる｣ などのキーワード

｡ 挺舌不十分｡ 強い歯ぎしり｡ 挺舌不十分｡ 強い歯ぎしり
加味帰脾湯加味帰脾湯 虚弱で眠りの浅い頭痛に虚弱で眠りの浅い頭痛に
　（ご使用の際には、最新の添付文書をご確認の上、適正にご使用ください）
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昨
年
か
ら
、
家
の
近
く
の

１
、２
ア
ー
ル
ほ
ど
の
畑
を

借
り
て
家
庭
菜
園
を
始
め

た
。
元
々
父
が
庭
仕
事
が
好

き
で
子
供
の
頃
は
バ
ラ
、
菊
、

サ
ボ
テ
ン
、
蘭
な
ど
の
手
入

れ
を
手
伝
っ
た
。
ま
ず
は
形

か
ら
入
る
日
頃
の
癖
で
色
々

な
本
や
雑
誌
を
読
み
、
最
低

家
庭
菜
園
の
お
勧
め

家庭菜園での筆者

限
の
道
具
を
揃
え
た
。
以
前

か
ら
自
宅
の
狭
い
庭
で
も
キ

ュ
ウ
リ
や
ト
マ
ト
な
ど
を
育

て
て
い
た
が
う
ま
く
い
か
ず
、

耕
し
方
が
足
り
な
か
っ
た
こ

と
や
、
堆
肥
や
元
肥
（
お
礼

肥
、
寒
肥
）
を
施
さ
な
か
っ

た
こ
と
、「
連
作
障
害
」
を
知

ら
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
原

因
と
わ
か
っ
た
。
晴
れ
た
日

の
畑
で
土
の
匂
い
と
太
陽
の

温
か
さ
、
鳥
の
さ
え
ず
り
を

聞
き
な
が
ら
鍬
を
入
れ
て
い

る
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
る
。
収
穫
し
た
ジ
ャ
ガ

イ
モ
は
サ
ラ
ダ
、
煮
物
、
フ

ラ
イ
等
ど
の
よ
う
に
料
理
し

て
も
ホ
ク
ホ
ク
し
て
美
味
し

元
肥
な
ど
を
施
し
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
土
の
中
か
ら
は

多
く
の
ミ
ミ
ズ
が
迷
惑
そ
う

に
出
て
く
る
が
、
無
農
薬
の

証
で
あ
り
、
ミ
ミ
ズ
も
一
緒

に
耕
し
て
く
れ
る
。

　
先
日
、
畑
の
縁
に
ふ
き
の

と
う
が
芽
生
え
て
い
る
こ
と

に
気
づ
き
早
速
収
穫
し
天
ぷ

ら
に
し
て
塩
を
つ
け
て
食
べ

る
と
こ
れ
が
取
れ
た
て
で
実

に
美
味
し
か
っ
た
。

　
休
み
の
度
に
作
物
が
育
っ

て
い
く
の
を
眺
め
て
、
忙
し

い
仕
事
か
ら
離
れ
無
心
で
土

と
ふ
れ
あ
う
時
間
は
精
神
的

に
も
安
ら
ぎ
を
感
じ
る
。
今

年
も
土
を
い
じ
り
、
風
を
感

じ
な
が
ら
体
に
優
し
い
野
菜

作
り
を
楽
し
ん
で
み
た
い
と

思
う
。

（
保
団
連
理
事
　
山
本
晴
章
）

い
。
毎
年
患
者
や
地
元
の
子

供
達
に
配
る
鈴
虫
用
の
無
農

薬
キ
ュ
ウ
リ
は
鈴
虫
に
も
人

気
で
、
ス
ー
パ
ー
の
農
薬
を

使
っ
た
も
の
と
は
明
ら
か
に

喰
い
が
違
う
。

　
昨
年
の
夏
は
雨
が
少
な
か

っ
た
の
で
、
畑
に
は
水
道
が

な
い
た
め
自
宅
で
ポ
リ
タ
ン

第71回

厚
労
大
臣
の
裁
量
は

指
導
大
綱
の
範
囲

　「
指
導
は
行
政
手
続
法（
行

手
法
）
に
則
っ
て
実
施
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
研

修
と
同
義
で
あ
る
こ
と
を
指

導
大
綱
に
明
記
し
、
ま
た
個

別
指
導
の
場
で
も
、
指
導
医

療
官
が
そ
の
旨
を
明
確
に
説

明
す
る
こ
と
」
と
の
要
望
に

つ
い
て
厚
労
省
は
、「
健
康
保

険
法
に
定
め
の
な
い
事
項
に

つ
い
て
は
行
政
手
続
法
が
適

用
さ
れ
る
」
と
述
べ
た
。
さ

ら
に
厚
労
省
は
、
▽
職
務
の

範
囲
を
逸
脱
し
た
指
導
を
し

て
は
い
け
な
い
▽
指
導
は
相

手
方
の
任
意
の
協
力
に
よ
り

成
立
す
る
▽
指
導
に
従
わ
な

い
場
合
に
不
利
益
を
与
え
て

は
い
け
な
い
と
の
行
手
法
の

規
定
に
つ
い
て
、
指
導
に
適

用
さ
れ
る
と
述
べ
た
。
ま
た

厚
労
省
は
、
指
導
の
内
容
や

方
法
に
関
し
て
は
指
導
大
綱

に
定
め
が
あ
り
、
厚
労
大
臣

の
裁
量
が
認
め
ら
れ
て
い
る

と
回
答
し
た
。

　
保
団
連
は
以
前
か
ら
指
導

へ
の
行
手
法
の
適
用
を
訴
え

て
き
た
が
、
厚
労
省
は
明
言

を
避
け
て
き
た
。
今
回
、
厚

労
省
と
見
解
が
一
致
し
た
こ

が
独
自
の
解
釈
に
よ
る
誤
っ

た
保
険
請
求
の
ル
ー
ル
を
被

指
導
医
に
押
し
付
け
る
▽
指

導
時
に
暴
言
等
の
高
圧
的
な

態
度
を
取
る
▽
事
務
官
が
被

指
導
医
の
録
音
を
不
利
益
を

示
唆
し
な
が
ら
拒
否
す
る
―

等
の
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
保
団
連
は
、
こ
う
し
た

態
度
は
保
険
医
の
人
権
侵
害

に
結
び
つ
き
か
ね
ず
、
厚
労

省
の
任
命
責
任
が
問
わ
れ
る

と
し
て
、
指
導
医
療
官
等
の

資
質
向
上
、
苦
情
相
談
窓
口

の
設
置
を
要
望
し
た
。

　
厚
労
省
は
医
療
指
導
官
や

事
務
官
に
対
し
て
定
期
的
に

研
修
を
行
っ
て
い
る
と
し
た

上
で
、
指
摘
し
た
事
例
に
つ

い
て
は
「
問
題
意
識
は
あ
る
」

と
理
解
を
示
し
た
。
保
団
連

か
ら
は
、
あ
ら
た
め
て
苦
情

相
談
窓
口
設
置
を
含
め
た
検

討
、
具
体
化
を
要
望
し
た
。

各
厚
生（
支
）局
と
の

懇
談
実
施
を

　
各
厚
生
（
支
）
局
の
中
に

は
、
保
団
連
、
協
会
・
医
会

か
ら
の
懇
談
要
請
に
応
じ
て

い
な
い
局
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

懇
談
に
応
じ
る
よ
う
厚
労
省

か
ら
呼
び
掛
け
て
ほ
し
い
と

要
望
し
た
。
厚
労
省
は
機
会

が
あ
れ
ば
要
望
を
伝
え
る
と

回
答
し
た
。

　
保
団
連
は
1２
月
1９
日
、
指
導
、
監
査
、
適
時
調
査
等
の

改
善
を
厚
労
省
に
要
請
し
た
（
本
紙
１
月
２５
日
号
で
速

報
）。
行
政
手
続
法
に
則
っ
た
指
導
の
実
現
や
指
導
大
綱
に

規
定
す
る
「
懇
切
丁
寧
」
な
指
導
の
実
現
な
ど
２０
項
目
を

求
め
た
。

と
は
、
保
険
医
の
人
権
を
守

る
指
導
の
実
現
に
向
け
て
重

要
な
前
進
だ
。
保
団
連
か
ら

は
「
地
方
厚
生
局
の
職
員
の

中
に
は
誤
解
し
て
言
わ
れ
る

方
が
多
く
い
る
こ
と
も
事

実
」
と
し
て
、
今
後
相
互
に

共
通
理
解
と
し
て
広
げ
て
ほ

し
い
と
訴
え
た
。

高
点
数
選
定
基
準
の

廃
止
を

　
保
団
連
か
ら
「
高
点
数
を

選
定
基
準
と
す
る
集
団
的
個

別
指
導
は
廃
止
」
し
、「
個
別

指
導
の
選
定
基
準
か
ら
『
高

点
数
医
療
機
関
等
に
該
当
す

る
も
の
』
と
の
文
言
を
削
除
」

す
る
よ
う
求
め
、
過
去
の
指

導
結
果
に
問
題
が
な
い
特
定

の
医
療
機
関
が
繰
り
返
し
選

定
さ
れ
た
り
、
該
当
診
療
科

の
医
療
機
関
が
少
な
い
県
で

は
常
に
同
じ
医
療
機
関
が
選

定
さ
れ
る
等
の
問
題
を
指
摘

し
た
。
厚
労
省
は
、
高
点
数

を
選
定
基
準
と
す
る
こ
と
の

「
問
題
は
認
識
し
て
い
る
」
と

述
べ
た
う
え
で
、「
高
点
数
に

替
わ
る
指
標
を
現
在
調
査
中

だ
」
と
し
て
理
解
を
求
め
た
。

保
団
連
か
ら
は
あ
ら
た
め
て

問
題
解
決
に
向
け
検
討
、
努

力
し
て
ほ
し
い
と
求
め
た
。

指
導
医
療
官
ら
の
資

質
向
上
求
め
る

　
こ
の
間
、
▽
指
導
医
療
官

行
政
手
続
法
の
適
用
で
一
致

指
導
問
題
で
厚
労
省
要
請

ク
に
水
を
汲

ん
で
ゴ
ロ
ゴ

ロ
台
車
に
積

ん
で
何
度
も

運
ん
だ
。
ト

マ
ト
は
元
々

ア
ン
デ
ス
原

産
な
の
で
、

で
き
る
だ
け

水
を
少
な
く

す
る
と
甘
み

が
増
す
が
そ

れ
で
も
水
は

必
要
だ
。
植
物
も
過
保
護
は

禁
物
だ
が
、
手
を
施
す
と
そ

の
分
収
穫
に
帰
っ
て
く
る
と

こ
ろ
が
面
白
い
。

　
今
年
は
ジ
モ
テ
ィ
で
中
古

の
家
庭
菜
園
用
耕
運
機
を
購

入
し
、
２
月
中
は
こ
れ
か
ら

春
に
植
え
る
作
物
の
土
の
環

境
を
整
え
る
た
め
に
堆
肥
、

　
２
０
１
８
年
８
月
に
東
京

医
大
を
皮
切
り
に
明
ら
か
に

な
っ
た
医
学
部
入
試
で
の
女

性
受
験
生
減
点
問
題
で
、
保

団
連
女
性
部
は
、
徹
底
調
査

の
継
続
と
再
発
防
止
策
を
求

め
て
取
り
組
み
を
続
け
て
い

る
。

　
文
科
省
の
調
査
で
は
、
１８

年
度
の
入
試
で
東
京
医
大
の

ほ
か
２
大
学
で
女
性
差
別
、

１
大
学
で
そ
の
疑
い
が
あ
る

と
さ
れ
た
。

　
１９
年
度
入
試
で
は
そ
の
４

大
学
で
女
性
の
合
格
率
が
男

性
を
上
回
り
、
全
国
的
に
男

女
の
合
格
率
の
差
は
縮
ま
っ

た
が
、
１３
年
度
か
ら
一
貫
し

て
男
性
の
合
格
率
が
女
性
を

上
回
る
状
況
は
変
わ
っ
て
い

な
い
。
一
方
、
１８
年
度
の
全

国
の
大
学
学
部
の
男
女
別
の

合
格
率
は
、
医
学
部
以
外
は

す
べ
て
女
性
の
合
格
率
が
上

回
っ
て
い
る
。
医
師
国
家
試

験
合
格
者
の
女
性
比
率
は
２

０
０
３
年
ご
ろ
に
３
割
に
到

達
し
た
後
、
そ
れ
ま
で
の
伸

び
が
止
ま
っ
て
お
り
、
き
わ

め
て
不
自
然
な
状
況
が
続
い

て
い
る
。
今
年
１
月
に
は
、

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
に

つ
い
て
、
第
三
者
委
員
会
が

性
別
に
よ
る
差
別
的
取
り
扱

い
が
認
め
ら
れ
る
と
し
た
が
、

大
学
は
「
意
図
的
で
は
な
い
」

指導への行政手続法の適用や高点数選定基準の
廃止などを求めた厚労省要請のもよう

入
試
差
別 

調
査
の
継
続
を

保
団
連
女
性
部
が
取
り
組
み

と
し
て
お
り
批
判
を
浴
び
て

い
る
。

　
保
団
連
女
性
部
は
昨
年
１０

月
、
文
科
省
に
対
し
、
医
学

部
の
女
性
差
別
を
な
く
す
た

め
に
、
徹
底
し
た
調
査
の
継

続
と
再
発
防
止
策
を
と
る
こ

と
を
要
請
し
た
。
文
科
省
は

１９
年
度
入
試
で
前
年
に
不
正

の
発
覚
し
た
９
大
学
の
み
を

調
査
し
た
が
、
不
正
は
改
善

さ
れ
た
と
し
て
、
２０
年
度
入

試
で
の
調
査
は
し
な
い
と
回

答
。
女
性
部
は
、
今
だ
に
差

別
が
行
わ
れ
て
い
る
疑
い
は

払
拭
で
き
な
い
と
し
て
、
全

医
学
部
に
対
す
る
調
査
の
継

続
を
求
め
た
。

　
今
後
も
文
科
省
や
国
会
議

員
へ
の
要
請
な
ど
、
公
正
な

入
試
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
み
を
強
め
て
い
く
。
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協会名 開催日 開催場所
北 海 道 3/22（日）札幌

3/22（日）旭川
3/22（日）函館
3/22（日）北見
3/22（日）帯広
3/22（日）釧路

青 森 3/23（月）弘前
3/24（火）青森
3/25（水）八戸
3/26（木）十和田
3/28（土）むつ
3/30（月）五所川原

岩 手 3/24（火）一関
3/25（水）久慈
3/26（木）奥州
3/27（金）大船渡
3/28（土）盛岡
3/30（月）北上
3/31（火）宮古
4/1（水）二戸

宮 城 3/24（火）大河原
3/26（木）仙台
3/27（金）石巻
3/28（土）気仙沼
3/31（火）古川

秋 田 5月または6月 秋田
山 形 3/25（水）三川

3/30（月）山形
福 島 3/26（木）会津若松

3/26（木）郡山
3/27（金）白河
3/27（金）相馬
3/30（月）福島
3/30（月）いわき

茨 城 3/27（金）筑西
3/28（土）つくば
3/29（日）水戸

栃 木 3/25（水）宇都宮
3/27（金）足利

協会名 開催日 開催場所
栃 木 3/30（月）大田原

3/31（火）小山
群 馬 3/26（木）前橋

3/29（日）太田
埼 玉 3/24（火）熊谷

3/26（木）川越
3/27（金）南浦和
3/28（土）春日部

千 葉 3/25（水）八千代
3/26（木）千葉
3/26（木）館山
3/27（金）松戸
3/27（金）川
3/28（土）佐倉
3/28（土）船橋
3/29（日）旭
3/30（月）木更津

東 京 歯 3/24（火）世田谷区
3/30（月）中野区
4/4（土）立川
4/11（土）荒川区
4/16（木）品川区
4/21（火）中野区（在）
4/23（木）中野区

神 奈 川 3/28（土）鎌倉
3/29（日）横浜
3/30（月）川崎
3/31（火）海老名

山 梨 3/24（火）甲府
新 潟 3/28（土）新潟

3/29（日）長岡
富 山 3/25（水）富山
石 川 3/25（水）金沢
福 井 3/27（金）福井
長 野 3/22（日）松本

3/24（火）長野
3/25（水）上田
3/26（木）飯田
3/27（金）佐久

協会名 開催日 開催場所
岐 阜 3/29（日）岐阜

4/2（木）多治見
4/5（日）高山

静 岡 3/26（木）中部
3/27（金）東部
3/30（月）西部
4/23（木）静岡

愛 知 4/4（土）豊橋
4/5（日）名古屋

三 重 3/29（日）津
3/29（日）四日市

滋 賀 3/29（日）大津
京 都 歯 3/22（日）京都
大 阪 歯 3/22（日）オリックス劇場

3/28（土）北部・東部
3/28（土）北大阪
3/28（土）堺・高石・和泉
3/29（日）南部
3/29（日）北河内
4/4（土）南河内
4/5（日）西部
4/11（土）三島
4/12（日）東大阪・八尾・柏原
4/18（土）泉州

兵 庫 3/22（日）神戸
3/22（日）姫路
3/22（日）尼崎
3/26（木）明石
3/26（木）伊丹
3/28（土）加古川
3/29（日）神戸（在）
4/5（日）三田
4/12（日）神戸

奈 良 3/22（日）奈良
和 歌 山 3/29（日）和歌山
鳥 取 3/5（木）米子

3/8（日）鳥取
3/22（日）鳥取
3/24（火）米子

協会名 開催日 開催場所
島 根 3/12（木）松江

3/27（金）出雲
3/28（土）松江

岡 山 3/22（日）岡山
5/10（日）岡山

広 島 3/27（金）福山
3/28（土）広島

山 口 3/24（火）山口
3/25（水）下関
3/26（木）萩
3/27（金）周南
3/28（土）岩国

徳 島 3/28（土）徳島
香 川 3/22（日）高松
愛 媛 3/22（日）松山

4/26（日）松山
高 知 3/24（火）安芸

3/26（木）高知
3/27（金）幡多

福 岡 歯 3/26（木）筑後
3/27（金）北九州
3/28（土）福岡

佐 賀 3/25（水）佐賀
4/30（木）佐賀

長 崎 3/25（水）長崎
3/26（木）佐世保
3/26（木）島原
3/27（金）諫早

熊 本 3/26（木）熊本
大 分 3/22（日）大分
宮 崎 3/26（木）宮崎

3/31（火）延岡
鹿 児 島 3/28（土）鹿児島
沖 縄 3/29（日）那覇

4/5（日）宮古
4/5（日）石垣

協会名 開催日 開催場所
広 島 3/25（水）呉

3/28（土）広島
3/29（日）福山

山 口 3/23（月）山口（外）
3/24（火）周南（外）
3/25（水）下関（外）
3/26（木）萩（外）
3/27（金）宇部（外）
3/28（土）岩国（外）
3/30（月）山口（入）

徳 島 3/26（木）阿南
3/26（木）徳島
3/27（金）美馬

香 川 3/29（日）宇多津
3/29（日）高松

愛 媛 3/21（土）松山
3/24（火）大洲
3/25（水）西条
4/25（土）松山

高 知 3/24（火）安芸
3/25（水）高知
3/27（金）幡多
3/28（土）須崎
3/30（月）南国

福 岡 3/25（水）京築
3/26（木）福岡
3/27（金）筑後
3/30（月）北九州
3/31（火）筑豊

佐 賀 3/28（土）唐津
3/30（月）佐賀
4/23（木）佐賀

長 崎 3/26（木）佐世保
3/27（金）諫早
3/28（土）島原
3/30（月）長崎

熊 本 3/25（水）熊本（診）
3/27（金）熊本（病）

大 分 3/22（日）大分
3/26（木）中津
3/27（金）日田
3/28（土）別府
4/26（日）大分

宮 崎 3/27（金）宮崎
3/30（月）延岡

鹿 児 島 3/29（日）鹿児島
沖 縄 3/28（土）那覇

協会名 開催日 開催場所
北 海 道 3/29（日）札幌
青 森 3/23（月）青森

3/25（水）八戸
3/26（木）十和田
3/27（金）弘前
3/28（土）むつ
3/30（月）五所川原

岩 手 3/24（火）一関
3/25（水）久慈
3/27（金）大船渡
3/28（土）盛岡
3/30（月）北上
3/31（火）宮古

宮 城 3/24（火）大河原
3/25（水）仙台
3/27（金）石巻
3/28（土）気仙沼
3/31（火）古川

秋 田 5月または6月 秋田
山 形 3/25（水）三川

3/27（金）新庄
3/28（土）米沢
3/31（火）山形

福 島 3/26（木）会津若松
3/26（木）郡山
3/27（金）白河
3/27（金）相馬
3/30（月）福島
3/30（月）いわき

茨 城 3/27（金）筑西（外）
3/30（月）水戸（入）（外）
3/31（火）つくば（外）

栃 木 3/24（火）足利（外）
3/26（木）宇都宮（入・外）
3/26（木）小山（入・外）
3/27（金）大田原（入・外）

群 馬 3/25（水）前橋
3/29（日）太田

埼 玉 3/26（木）浦和（病・有）
3/27（金）春日部
3/28（土）熊谷
3/29（日）浦和（診）
3/30（月）川越

千 葉 3/26（木）館山
3/27（金）松戸
3/28（土）千葉
3/29（日）茂原
3/29（日）旭
3/30（月）木更津
3/31（火）船橋

東 京 3/23（月）日本教育会館（病・有）

協会名 開催日 開催場所
東 京 3/23（月）たましんRISURUホール

3/24（火）昭和女子大・人見記念講堂
3/25（水）練馬文化センター大ホール
3/25（水）大田区民ホール・アプリコ
3/26（木）文京シビック大ホール
3/27（金）浅草公会堂
3/29（日）日本教育会館
4/22（水）立川グランドホテル
4/25（土）日本教育会館

神 奈 川 3/29（日）横浜（外）
3/30（月）横浜（入）
3/30（月）西湘・湘南（外）
3/30（月）県央・相模原（外）

山 梨 3/25（水）都留
3/26（木）甲府

新 潟 3/26（木）新潟
3/28（土）上越
3/29（日）長岡
3/29（日）新潟

富 山 3/28（土）高岡
3/29（日）富山

石 川 3/28（土）金沢
3/29（日）七尾

福 井 3/22（日）福井
長 野 3/22（日）松本

3/24（火）長野
3/25（水）飯田
3/26（木）上田
3/27（金）松本

岐 阜 3/24（火）土岐
3/25（水）高山
3/26（木）岐阜
3/28（土）大垣
3/29（日）岐阜（病）
4/23（木）岐阜

静 岡 3/26（木）東部
3/27（金）中部
3/30（月）西部
4/24（金）静岡

愛 知 3/25（水）名古屋
3/26（木）一宮
3/28（土）豊橋
4/23（木）一宮
4/25（土）名古屋
4/26（日）豊橋

三 重 3/26（木）尾鷲
3/29（日）四日市
3/29（日）伊勢
3/29（日）津

滋 賀 3/29（日）大津
4/5（日）米原

協会名 開催日 開催場所
京 都 3/22（日）京都

3/26（木）福知山
4/23（木）京都
4/25（土）福知山

大 阪 3/23（月）中央公会堂（病）
3/25（水）中央公会堂（診・在）
3/26（木）中央公会堂（診・在）
3/27（金）M＆Dホール（精神科）
3/27（金）茨木（診・在）
3/27（金）守口（診・在）
3/28（土）河内長野（診・在）
3/30（月）M＆Dホール（有）
3/30（月）泉南（診・在）
4/22（水）中央公会堂（病）
4/23（木）中央公会堂（診）
4/25（土）河内長野
4/30（木）岸和田

兵 庫 3/22（日）神戸
3/22（日）加古川
3/22（日）豊岡
3/23（月）明石
3/26（木）伊丹
3/26（木）西宮
3/26（木）神戸
3/26（木）小野
3/27（金）尼崎
3/28（土）姫路
3/28（土）淡路
3/28（土）三田
3/22（日）神戸（入）
3/22（日）豊岡（入）
3/28（土）姫路（入）
4/4（土）神戸（在）
4/23（木）神戸

奈 良 3/26（木）奈良
3/28（土）橿原

和 歌 山 3/26（木）和歌山（入・外）
3/26（木）那智勝浦
3/28（土）田辺（入・外）
3/28（土）橋本

鳥 取 3/22（日）鳥取
3/26（木）米子
3/27（金）倉吉（病）

島 根 3/25（水）松江（外）
3/27（金）出雲（入）
3/27（金）出雲（外）
3/29（日）浜田（外）
3/29（日）大田（外）

岡 山 3/22（日）岡山
4/26（日）岡山

広 島 3/24（火）三次

全国各地で新点数検討会開催全国各地で新点数検討会開催
 医科  新点数検討会開催一覧

 歯科  新点数検討会開催一覧

　
４
月
１
日
か
ら
の
診
療

報
酬
改
定
に
向
け
、
各
地

の
保
険
医
協
会
・
医
会
は
、

新
点
数
検
討
会（
説
明
会
）

を
開
催
す
る
。
開
催
予
定

は
以
下
の
通
り
（
２
月
17

日
現
在
）。参
加
対
象
が
会

員
の
み
の
場
合
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
中
止
と
な

る
場
合
も
あ
る
。
最
寄
り

の
保
険
医
協
会
・
医
会
に

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き

た
い
。

（病）は病院、（有）は有床診療所、
（診）は診療所向け。
（入）は入院、（外）は外来、
（在）は在宅。

（在）は在宅中心。
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